
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 T3030 

令和５年度 数学科 

 

教科 数学科 科目 数学Ⅰ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 新高校の数学Ⅰ（数研出版） 

副教材等 電卓を使用 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では、課題に対して、自ら考え、周りの人と協同で考える活動を行います。 

・「課題を理解する→結果を予想する→解決の方向を構想する→解決する→解決の過程を振り返っ

てよりよい解決を考える」といった一連の課程で、自分の考えを発表したり、議論したりする活

動を行います。 

・課題学習を行いますので筆記用具と教科書を忘れずに持ってきてください。 

・課題は授業後に提出してもらいます。休んだ場合も提出してもらいますので最後まであきらめず

に取り組みましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

 数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・能力を次のとおり

育成することをめざす。 

（1）数と式、図形と計量、二次関数及びデータの分析についての基本的な概念や原理・法則を体

系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したり

する技能を身に付けるようにする。 

（2）命題の条件や結論に着目し、数や式を多面的にみたり目的に応じて適切に変形したりする力、

図形の構成要素間の関係に着目し、図形の性質や計量について論理的に考察し表現する力、関数関

係に着目し、事象を的確に表現してその特徴を表、式、グラフを相互に関連付けて考察する力、社

会の事象などから設定した問題について、データの散らばりや変量間の関係などに着目し、適切な

手法を選択して分析を行い、問題を解決したり、解決の過程や結果を批判的に考察し判断したりす

る力を養う。 

（3）数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断

しようとする態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする

態度や創造性の基礎を養う。 

 

 

 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

図形と計量、2 次関数及びデ

ータの分析についての基本的

な概念や原理・法則を体系的

に理解するとともに、事象を

数学化したり、数学的に解釈

したり、数学的に表現・処理

したりする技能を身に付け

る。 

図形の構成要素間の関係に着

目し、図形の性質や計量につい

て論理的に考察し表現する力、

関数関係に着目し、事象を的確

に表現してその特徴を表、式、

グラフを相互に関連付けて考

察する力を養う。 

数学のよさを認識し数学を活

用しようとする態度、粘り強く

考え数学的論拠に基づいて判

断しようとする態度、問題解決

の過程を振り返って考察を深

めたり、評価・改善したりしよ

うとする態度や創造性の基礎

を養う。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

前

期 

２

次

関

数

の

グ

ラ

フ 

関数 a: 関数について理解している。 

関数の値を求めることができる。 

b: 2 つの数量の関係を関数の式で

表現することができる。 

c: 日常の事象の中に関数を見つけ

ようとする。 

 

 

定期考査 

 

小テスト 

定期考査 

 

課題提出 

課題提出 

授業中の

観察 

１次関数のグラフ a: 座標について理解している。 

対応表を利用して、1次関数のグラ

フをかくことができる。 

傾きと切片に着目して、１次関数

のグラフをかくことができる。 

b: 関数を表、式、グラフによって

考察することができる。 

y＝ax＋bのグラフを y＝axのグラ

フを y 軸方向に平行移動したもの

とみて考察することができる。 

 

 

定期考査 

 

小テスト 

定期考査 

 

課題提出 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

２次関数のグラフ a: 放物線の形や軸、頂点について

理解している。 

y＝ax2、y＝ax2＋q、y＝a(x－p)2、

y＝a(x－p)2＋q のグラフをかくこ

とができる。 

b: y＝a(x－p)2＋q のグラフについ

て、x 軸方向、y 軸方向の平行移動

の組み合わせとみて考察すること

ができる。 

c: 放物線のもつ性質に興味・関心

をもち、自ら調べようとする。 

 

 

定期考査 

 

小テスト 

定期考査 

 

課題提出 

課題提出 

授業中の

観察 

２次関数のグラフ a: ax2＋bx＋c を a(x－p)2＋q の形

に変形できる。 

平方完成を利用して y＝ax2＋bx＋

c のグラフをかくことができる。 

 

 

定期考査 

 

小テスト 

  

２
次
関
数
の
値
の
変
化 

２次関数の最大値・最小値 a: 2 次関数が最大値または最小値

をもつことを理解している。 

平方完成を利用して、2 次関数の最

大値、最小値を求めることができ

る。 

2 次関数の定義域に制限がある場

合に、最大値、最小値を求めるこ

とができる。 

b: 2 次関数の値の変化をグラフか

ら考察することができる。 

日常における最大・最小の問題の

解決に、2次関数を活用することが

できる。 

c: 2 次関数の最大・最小の問題を、

図をかいて視覚的に考察しようと

する。 

 

 

定期考査 

 

小テスト 

定期考査 

 

課題提出 

課題提出 

授業中の

観察 



 

※令和４年度以降入学生用 

グラフと２次方程式 a: 因数分解を利用して2次方程式

を解くことができる。 

解の公式を利用して 2 次方程式を

解くことができる。 

2 次関数のグラフと x 軸の共有点

の x 座標を求めることができる。 

b: 2 次関数のグラフと x 軸の共有

点の個数や位置関係を、2 次方程式

と関連させて考察することができ

る。 

c: 2 次方程式がどんな場合でも解

けるように、解の公式を得て、そ

れを積極的に利用しようとする。 

 

 

定期考査 

 

小テスト 

定期考査 

 

課題提出 

課題提出 

授業中の

観察 

グラフと２次不等式 a: 2 次関数のグラフを利用して、2

次不等式を解くことができる。 

式を解きやすい形に変形してから

2 次不等式を解くことができる。 

b: 2 次不等式の解と 2 次関数の値

の符号を相互に関連させて考察す

ることができる。 

c: 2 次不等式を解くときに、図を

積極的に活用しようとする。 

 

 

定期考査 

 

小テスト 

定期考査 

 

課題提出 

課題提出 

授業中の

観察 

後
期 

後
期 

後
期 

三
角
比 

三
角
比 

直角三角形 a: 直角三角形において、三平方の

定理を利用して、辺の長さを求め

ることができる。 

三角定規の形の三角形について、

辺の比を知っている。 

 

 

定期考査 

 

小テスト 

  

三角比 a: 三角比は、直角三角形の辺の比

であることを理解している。 

直角三角形において、正弦・余弦・

正接を求めることができる。 

三角比の表を利用して、三角比の

値や角を調べることができる。 

b: 三角比が三角形の大きさに関

係なく、鋭角のみに依存している

ことを、三角形の相似から考察す

ることができる。 

 

 

定期考査 

 

小テスト 

定期考査 

 

課題提出 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

三角比の利用 a: 三角比を利用して、直角三角形

の辺の長さを求めることができ

る。 

三角比を利用して、直角三角形の

角のおよその大きさを求めること

ができる。 

b: 測量の問題に三角比を活用す

ることができる。 

c: 直接測ることのできない距離

を求めることに関心をもつ。 

 

 

定期考査 

 

小テスト 

定期考査 

 

課題提出 

課題提出 

授業中の

観察 

三角比の相互関係 a: sinA＝cos(90°－A) などの公式

を利用することができる。 

三角比の相互関係を利用して、三

角比の 1 つの値から残りの 2 つの

値を求めることができる。 

b: sin2 A＋cos2 A＝1 を三平方の

定理としてとらえることができ

る。 

c: 三角比の相互関係を調べよう

とする。 

 

 

定期考査 

 

小テスト 

定期考査 

 

課題提出 

課題提出 

授業中の

観察 

鈍角の三角比 a: 鈍角の三角比の値を求めるこ

とができる。 

sinθ＝sin(180°－θ)などの公式

を利用することができる。 

鈍角の場合についても、三角比の

相互関係を利用して、三角比の 1

つの値から残りの 2 つの値を求め

ることができる。 

b: 拡張された三角比を、座標平面

に図示して考察することができ

る。 

c: 鋭角の場合と異なり、鈍角の三

角比が座標を利用して定義される

理由に関心をもち、考察しようと

する。 

 

 

定期考査 

 

小テスト 

定期考査 

 

課題提出 

課題提出 

授業中の

観察 



 

※令和４年度以降入学生用 

三
角
比
への
応
用 

正弦定理 a: 正弦定理における A=B=C の形

の式を適切に処理することができ

る。 

正弦定理を利用して、三角形の辺

の長さや外接円の半径を求めるこ

とができる。 

b: 三角形の頂点から対辺に下ろ

した垂線の長さを、三角比を用い

て表現し、正弦定理を導くことが

できる。 

測量の問題に正弦定理を活用する

ことができる。 

c: 正弦定理の図形的な意味を考

察しようとする。 

 

 

定期考査 

 

小テスト 

定期考査 

 

課題提出 

課題提出 

授業中の

観察 

余弦定理 a: 余弦定理を利用して、三角形の

辺の長さや角の大きさを求めるこ

とができる。 

b: 三角形の各辺を1辺とする正方

形の面積を、三角比を用いて表現

し、余弦定理を導くことができる。 

測量の問題に余弦定理を活用する

ことができる。 

空間図形から適当な三角形を取り

出して考察することができる。 

c: 余弦定理の図形的な意味を考

察しようとする。 

 

 

定期考査 

 

小テスト 

定期考査 

 

課題提出 

課題提出 

授業中の

観察 

三角形の面積 a: 2 辺の長さとその間の角の大き

さが与えられた三角形の面積を求

めることができる。 

c: 三角比と三角形の面積の関係

に関心をもち、公式を導こうとす

る。 

 

 

定期考査 

 

小テスト 

 課題提出 

授業中の

観察 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 


